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本論文は蛇行チャネル CCDの設計と応用に関する一連の研究成果をまとめたもので，本文 7 章お































スの試作に関する第 2 章から第 6 章までの研究結果について総括し，著者の得た成果を列挙し，今後
に残きれた問題点、を指摘しつつ 本論文の結論を述べる。
論文の審査結果の要旨
CCD (Charge Coupled Device) は半導体と誘電体の界面電場の制御によって電気信号を蓄積転
送させる機能をもっ特殊な半導体， IC (集積化回路)である。近年情報処理の巨大化にともなう高速，
大容量処理装置へのニーズの高まりとともに 半導体ICは益々複雑で高密度な集積化設計が要求され
つつある。
本研究はこうした技術的要請に応ずる一つの解決法として，従来一次元的に配列されていた CCD
素子部を蛇行状に電位の井戸を配置し，これを 2 本の配線電極で界面電荷を転送することにより，
集積密度を向上させ転送効率の改善をはかるとともに， しかも素子製造プロセスが容易化できる方法
を発案したものである。その内容は，こうした CCD設計上の問題点を整理 把握して最適化設計条
件を明らかにし，次いで素子製造のプロセス技術を確立し，さらにこれを応用した 2048画素の固体画
像センサやトランスバーサルフィルタなどの実用素子の開発にいたるまでの一連の研究開発をまとめ
たものである。これらの研究成果は固体撮像装置，メモリ，論理演算，フィルタなど益々拡がりつつ
あるCCDへの需要と固体電子工学の進歩に寄与するところ大で博士論文として価値あるものと認め
る。
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